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小学１年生の給食が、４月11日に佐賀小学校、４
月13日に平生小学校で始まりました。

平生小学校では、６年生が１年生の教室まで給食を

運び、配膳のお手伝いをしました。１年生は、合掌し

「いただきます！」と大きな声で言った後、おいしそ

うに初めての給食を食べていました。

初めての給食

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平成18年度　財政公表（Ｐ２）

■行政協力員さんが決まりました（Ｐ３）

■今年度の下水道工事予定（Ｐ４～５）

■町・県民税が大きく変わります（Ｐ６）

■町長室の窓（Ｐ９）

■まちの話題（Ｐ10～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>

５月から、平生町のホームページアドレスが変わります。
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平成18年度予算の収

入・支出状況（３月31日

現在）を公表いたします。

財政公表は、町民のみな

さんに町の財政がどのよう

な状況になっているかを知

っていただくため、年２回

公表しています。

※漁業集落環境整備事業の予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。

◆町有財産の状況

（証券・出資金・基金）

24億2,060万5,753円

190万5,157m2 5万2,877m2

10 台－
（事業移管に伴い、熊南総合
事務組合が承継〔１隻〕）

（土　地） （建　物）

（船　舶） （消防車）

※各予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。
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竹 本 省 三
久 保 田 千 秋
河 村 昌 直
藤 本 正 則
麻 田 寛 次
奥 　 モ ト 子
尾 上 　 勇
藤 本 　 磨
西 本 　 宏
小 西 靖 雄
中 山 直 行
福 本 達 弥
皆 田 惠 子
土 川 泰 子
木 村 勇 雄
藍 木 　 仁
内 山 　 清
久 保 信 男
脇 本 房 江
関 永 哲 則
斎 宮 一 人
木 邑 　 稔
松 嶋 　 定
谷 川 藤 雄
林 　 久 人
叶 山 　 博
石 田 智 惠 美
福 田 　 誠
広 末 幸 夫
岸 　 哲 也
田 平 貴 敏
高 岡 良 子
西 本 光 男
大 野 延 幸
東 　 領 二
大 谷 　 実
西 田 紀 生
小 川 和 一
片 山 慎 太 郎
伊 藤 保 男
佐 川 典 男
島 田 啓 三
友 好 政 次
白 井 知 美
仁 田 雅 之
上 田 昭 雄
武 内 宏 視
末 光 寛 子
皆 田 鐡 志

小和田
西分
上殿
田布路木
山田
平生萩原
長迫
松尾
礒崎
竪ヶ浜東
竪ヶ浜中
竪ヶ浜西
荒木
新開
人島
高須
沼
西原
上横一区
上横二区
上横三区
上横団地
下横一区
下横二区
下横三区
日の出一区
日の出二区
吉原
十三割団地
平生促進
三新住宅
松庫住宅
栄町
大正町
西浜
角浜
西の町
戎町
新市
裏町
坂の下一区
坂の下二区
坂の下三区
土手町東一区
土手町東二区
土手町東三区
土手町東四区
土手町東五区
土手町西

福 本 任 伺
末 武 　 博
福 光 　 進
松 永 研 二
田 代 保 雄
福 山 久 雄
植 田 朱 美
田 丸 勝 美
平 本 照 明
庄 田 一 美
平 田 雅 幸
河 岡 　 忠
福 井 將 夫
市 川 哲 夫
佐 田 貞 美
萩 原 　 忠
藏 田 行 雄
叶 山 雅 隆
川 手 　 正
奥 村 英 子
山 本 英 樹
鶴 田 　 昇
世 良 忠 司
出 　 浩 司
前 田 朋 子

桜町
野島
新町東
新町西
新町南
新町つくし
新湊
下豊田
壱の割
西十八割
光輝病院住宅
礒崎団地
湊の内
新町団地
中湊
東十八割
東壱の割団地
西高須
吉原東
湊ノ浜

南下
南上
園田
蔭平
日向平
中村
中村団地
中村南
長谷前
長谷後
河田
弁上
今井
今井団地
喜多
大野萩原
水越
大久保
みのげ
大野促進
大野東団地
大野西団地
今井西団地
大野南団地
和泉

田 中 靜 生
桐 田 義 信
大 内 正 光
福 長 健 次
瀬 戸 忠 明
新 村 健 作

川 　 傑
大 田 松 生
平 川 　 信
國 司 幸 丸
田 村 憲 一 郎
鷺 　 和 彦
松 　 美 智 子
福 原 輝 宣
竹 重 　 彰
大 井 　 愿
石 津 　 彰
住 中 敬 司
松 本 　 元
山 本 光 夫
中 村 幸 男
村 田 眞 作

脇 田 憲 一
國 　 力 吉
中 島 直 人
森 繁 利 幸
西 　 勝 彦
藤 永 　 正
槌 田 　 守

村 昌 男
浅 海 　 晋

本 幸 嗣
安 村 忠 男
増 本 　 晃
藤 村 政 嗣
山 名 喬 二

孝
野 上 真 一
笹 谷 成 一
金 福 照 明
森 野 洋 一
神 処 靖 雄
河 島 美 智 代
山　

木 卓 二
河 内 慶 喜
山 本 宗 一
南 　 弘 明

東水場
新地
向井原
向井原下
向井原上
奥下
畑
平原
地方上
地方下
沖
隅田
隅田住宅
中隅田
沖団地
六枚
小山
長尾
新長尾
光輝病院寮
曽根ハイツ
メゾン中隅田

尾国一区
尾国二区
尾国三区
尾国四区
尾国五区
小郡
秋森
黒羽根
東魚見
西魚見
浜田
小森
森の下上
森の下沖
浜崎
神田
大田
やぶ
上組
伊保木
名切
丸山
田名上
田名中
田名沖
佐合永 田 順 次

吉 　 武 夫
百済部
西水場

平　生　地　区

大　野　地　区

佐　賀　地　区

曽　根　地　区

今年度の行政協力員さんが
決まりました

みなさんの自治会と行政との架け橋となる行政協力員

さんは、「まちづくり」を円滑に進めていく上で必要不

可欠な存在となっています。住民と行政のパイプ役とし

て、よろしくお願いします。（敬称略）

河 村 好 雄
大 田 　 眞
浅 谷 美 智 子
吉 木 富 雄
齋 藤 　 孝
松 本 龍 夫
吉 野 健 二
小 川 一 良
平 井 伸 一
河 村 　 巖
山 芳
南 　 佳 子
上 名 文 男
洲 山 喜 久 江
吉 田 　 豊
中 川 　 興
長 藤 芳 男
柳 井 新 一 郎
下 瀬 健 太 郎
里 森 　 勝

※新自治会設立のお知らせ：今年度から新たに「新長尾」自治会が設立されました。
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〜

平
成
19
年
度
の
工
事
は
、
図
面
の
箇
所
を
実
施
す
る
予
定
で
す
〜

※
こ
れ
ら
事
業
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
額
に
よ
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
事
業
量
が
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

工
事
の
区
域
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

下水道工事は、公道（町道など）に下水道管

を埋設する工事です。地元のみなさんには、で

きるだけご迷惑をおかけしないよう、万全の注

意を払って工事を実施しますが、幅の狭い道路

での工事になりますので、一時的な通行止めや

騒音などでご迷惑をおかけすることになるかと

思われます。みなさんのご理解、ご協力をお願

いします。

なお、工事に着手する前には、地元のみなさ

んに説明会を開催します。

公共下水道事業、漁業集落環境整備事業
に関するお問い合わせ

町役場　建設課　下水道班 Tel（56）7118

公
共
下
水
道
事
業
・

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

公共下水道事業
（平生地区）

漁業集落環境
整備事業（佐賀地区）

今
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定
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公共下水道事業・漁業集落環境整備事業 水洗化のお願い
下水道を使用するには、下水道に汚水を流入させ

る排水設備を設置しなくてはなりません。また、く

み取り便所は水洗便所に改造し、浄化槽を使用され

ている場合は廃止していただかなければなりませ

ん。これらは、下水道法や条例で処理区域内の建物

所有者に義務づけられており、水洗化は下水道の使

用を開始できる日（供用開始の日）から３年以内に

行っていただくことになります。できるだけ早く排

水設備を設置し、水洗化されますようご協力をお願い

します。なお、排水設備工事は、平生町排水設備指定

工事店に依頼して行ってください。（下表を参照）

■問合せ先　町役場　建設課　Tel（56）7118



平成19年度から町県民税額が大きく変わるのをご存じでしょうか？ また、給与所得者のみなさんは、今年の

給与明細を見て、所得税の源泉徴収額が減っているのに気付かれましたか？

これは、政府の「三位一体改革」に基づく、国から地方への約３兆円にのぼる税源移譲によるものです。この

ことについて、改めて説明します。

今回の税源移譲は、地方自治体が独自財源を増やすことで、より身近な行政サービスを行ないやすくする

のが狙いです。所得税の税率が４段階から６段階へ細分化され、町県民税の税率が一律10％（町民税６％、

県民税４％）になります。

この改正により、ほとんどの人について

給与所得者は今年１月から、年金所得者は

今年２月からそれぞれ所得税が減り、その

分町県民税が今年６月から増えます。ただ

し、自営業者は、先に町県民税が増え、平

成19年分の確定申告をする来年２月～３

月から所得税が減るという形になります。

今回の税源移譲については、税額の移し

替えですので、国税（所得税）と地方税

（町県民税）を合わせた負担額は基本的に

は変わりません。

平成11年度から行なわれてきた定率減税が、近

年の経済状況をふまえて所得税、町県民税とも廃止

されたため、その分の負担増が発生します。
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町・県民税が大きく変わります
所得税と合わせた負担額は原則変わりません（ただし、定率減税の廃止などの影響はあります）

昭和15年１月２日以前に生まれ、前年の合計所

得金額が125万円以下の人に対しては、平成18年

度の老年者非課税措置廃止に伴う急激な負担増を緩

和するため、町県民税の２／３を減額していました

が、平成19年度はその減額が１／３になります。

１町県民税の税率が一律10％になります

２定率減税が廃止されます

３老年者非課税措置廃止に伴う減額が１／３になります

納税など便利な口座振替で
●申込みについて 新たに口座振替を利用される人は、町役場各担当課、または取扱金融機関に備え付けの

「口座振替依頼書」で申し込んでください。

◎取扱金融機関名　(株)山口銀行、(株)西京銀行、東山口信用金庫、山口県漁業協同組合 平生町支店、南すおう農業協同組合、中国労働金庫、郵便局
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■問合せ先　町役場健康福祉課　Tel（56）7115

●拡充の内容
若い子育て世帯などの経済的負担の軽減を図るために、平成19年４月から３歳未満の乳幼児の養育者

に対する児童手当の額が第１子および第２子について倍増し、一律月１万円に変更されました。

３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢および所得制限限度額については、従来どおりです。

なお、今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。

※平成19年４月から３歳未満の児童手当の額は一律１万円となりますが、３歳到達後の翌月からは、第

１子および第２子の手当額は５千円となりますのでご注意ください。

～３歳未満の児童手当が一律１万円になります～

児童手当制度が拡充されました

※児童手当の受給資格があると思われる人で、まだ手当の支給を受けていない人は、町役場健康福祉課ま

たは佐賀出張所で申請の手続きをしてください。

また、前年度所得制限の人も該当する場合がありますので、お問い合わせください。

～児童手当受給者のみなさんへ～

☆こんなときは届出を

・住所が変わったとき

・子どもが生まれたとき

・受給者または子どもの名前が変わったとき

・受給者が被用者（サラリーマンなど）でなくなったとき

・退職などで厚生年金の資格がなくなったとき

５月は児童福祉月間

～まちのあかりが心をつなぐ～

街路灯を設置しました

町では、計画的に街路灯の整備を図っているところですが、

このたび、（財）自治総合センターの宝くじ助成事業を利用し

て、町道天地線（大内川～国道188号線）沿いに街路灯（水銀

灯）６基を設置しました。

今回の設置でまちが明るくなり、防犯、交通安全面での効果

とともに、活気と安らぎに満ちた多くの人々のほほ笑みをつな

ぐエリアとなることが期待されます。



●対象事業

・ソフト事業（まちづくりの課題に対応した事業）

・ハード事業（生活環境整備や地域の産業振興に必要な整備を行う事業）

●応募対象

応募対象者は、自治会もしくは５人以上の町内在住者で構成される団

体・グループなど〔営利を目的とする事業などは対象外〕

●応募期限および方法 ５月31日木（必着）

○所定の応募用紙に必要事項を記載の上、ご応募ください。（応募用紙

は企画課、各公民館・コミュニティーセンターおよび平生町公式ホー

ムページに備えています）

●補助金額 １事業50万円以内

●今後のスケジュール

事業募集（４月27日～５月31日）、事業審査および決定（６月）、事

業実施（７月～平成20年３月）

※詳しい内容は「お知らせ版」（４月27日発行）をご覧ください。

■問合せ先 町役場企画課　Tel（56）7120
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からだに「おいしい」はこころに「おいしい」

平生小学校

家族で会話を楽しみながら、食事をすることで和やかな雰囲気と絆が生まれます。また、食材を知れば
知るほど味わいも深まります。人や食材との豊かなかかわりの中から生まれた愛情は、必ず次の世代に受
け継がれます。

この事業は、住民自らが創意工夫し、主体的に企画、運営、実施するまちづくり活動を支援することによ

り、住民と行政がともに知恵を出し合う協働のまちづくりを実現していくものです。

あなたのアイデアで まちづくりに 参加してみませんか

「地域の力発揮事業補助金」事業募集！

休耕田を利用して田植え体験

楽しいゲームで介護予防

（平成18年度採択事業）

食や人との豊かなかかわりが健康なからだとこころをつくります

ある日の児童と教師の会話
児童「先生！今日の給食おいしかったよ。」
教師「あなたが元気な証拠よ。だって、病気の時

は好きなものもおいしく感じないでしょ。」

●食事は生活の中の大きな楽しみです

●食の団らん

親しい人（家族、友人）と会話をしながら、「食
べる」ことは、脳（特に前頭葉）を活性化させるこ
とが証明されています。落ち着いて行動したり、正
しく判断したり、問題を解決したりする能力を育て
ます。
「こころ」が安定し、やさしくなる・・・、とて
もすてきなことです。

本校では、食にかかわる多くの体験ができ、いっ
そう楽しい給食時間になるよう、家庭科室を活用し
たランチルーム給食を実施しています。
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年
に
わ

た
る
町
政
へ
の
ご
貢
献
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、

健
康
に
留
意
さ
れ
ご
指
導
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
全
国
的
に
医
師
不

足
（
特
に
小
児
科
、
産
科
医
で
顕

著
）
が
深
刻
化
し
、
地
域
医
療
に

重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
柳
井
圏
域
で
も
、
昨
年
、
山

大
医
学
部
か
ら
周
東
総
合
病
院
へ

の
医
師
派
遣
打
ち
切
り
の
方
針
が

示
さ
れ
、
今
年
４
月
か
ら
の
小
児

科
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
直
ち
に
、
周
辺
の
医

療
機
関
、
医
師
会
、
行
政
機
関
な

ど
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
継

続
に
向
け
て
精
力
的
に
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
面
２
年
間
の
暫
定
措
置
と
し
て

２
名
の
医
師
派
遣
が
決
定
さ
れ
、

ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
地
方
に
お
け
る
こ

う
し
た
医
師
不
足
の
背
景
に
は
、

３
年
前
に
導
入
さ
れ
た
医
師
の
新

研
修
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
大
学
の
医
局
に
よ
る
医

師
派
遣
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
、
都
市

へ
の
医
師
偏
在
が
加
速
し
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
何
と
言
っ
て
も

勤
務
医
の
過
酷
な
労
働
環
境
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
周
東
総
合

病
院
の
場
合
も
、
入
院
治
療
や
昼

夜
間
の
救
急
診
療
に
加
え
、
一
般

外
来
の
患
者
さ
ん
も
受
け
付
け
て

い
て
、
医
師
の
激
務
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
少
し
で
も
改

善
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
１
市
３

町
で
、
一
次
的
な
地
域
医
療
を
担

う
休
日
、
夜
間
の
応
急
診
療
所
を

新
た
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ

こ
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に

も
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
、
風
邪
な
ど
比
較
的
軽
症

な
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
昼
間
の

か
か
り
つ
け
医
や
、
夜
間
は
在
宅

当
番
医
で
の
受
診（
小
児
の
場
合
、

県
の
救
急
医
療
相
談
電
話
が
利
用

可
）
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て

周
東
総
合
病
院
で
よ
り
高
度
な
医

療
を
受
け
る
と
い
う
受
診
パ
タ
ー

ン
を
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
勤
務
医
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
周
東
総
合
病

院
が
本
来
の
二
次
救
急
医
療
機
関

と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

地

域

医

療

No. 68
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県道伊保庄平生線（ひらお特産

品センター前～山口銀行前）沿い

を花や緑で飾り、まちを訪れる人

に「うるおい」と「やすらぎ」を

与え、イメージアップを図ろうと、

年２回植栽を行っています。

みなさんふるってご参加くださ

い。（移植ごてを用意できる人は

ご持参ください）

ふるって
ご参加ください！

フラワーベルトの植栽

【植栽式】
５月19日土 午前９時
町スポーツセンター
グラウンド管理棟付近

【花　種】
ニチニチソウ ポーチュラカ

約１万株

第11期サザンセト
フレンドが決定

柳井市、平生町、上関町、周防

大島町の１市３町で構成する柳井

地区広域圏の自然、文化、歴史な

どの観光資源や地域の魅力をＰＲ

する、第11期サザンセトフレン

ドが、４月15日、柳井市で開か

れた選考会で決定しました。

応募10名の中から、【写真左か

ら】山本美子さん（柳井市）、河

添友美さん（周防大島町）、岩政

貴絵さん（柳井市）が選ばれまし

た。
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△山田町長から表彰状を
授与される金岡さん

ハ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
に
看
板
設
置

３
月
30
日
、
ひ
ら
お
ハ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
の
計
３
カ
所

に
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
ら
お
ハ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
「
ひ
ら
お

の
味
伝
承
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
し
た
、
都
市
と
平
生
の
交
流
企
画

「
技
の
ひ
と
・
む
ら
を
元
気
に
放
談
会
」
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
看
板

用
の
木
材
は
、
放
談
会
参
加
者
の
西
村
秀
俊
さ
ん
（
光
市
）
が
提
供
さ
れ

４月15日、平成19年度平生町歩け歩け

大会が行われました。

集まった76人の参加者は、平生小学

校・佐賀小学校の各グラウンドから阿多田

公園まで約３キロの道のりを、緑いっぱい

の自然の中を歩きました。

到着後、スタンプラリーなどのゲームを

楽しんだり、広い公園でのびのびと体を動

かしたりして、参加者は楽しい１日を過ご

しました。

みんなで歩こう

勤続56年
消防団退団表彰

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る

４
月
19
日
、
県
警
察
本
部
の
指
導
者

に
よ
る
交
通
移
動
教
室
が
、
平
生
中
学

校
の
新
１
年
生
を
対
象
に
同
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
悲
惨
な
現
状
や
自
転
車

事
故
の
特
徴
な
ど
の
講
話
指
導
を
受
け

た
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
自
動

車
の
停
止
距
離
を
確
認
す
る
実
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
通
移
動
教
室
で
、
生
徒
は
交

通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。

こ
の
日
、
町
内
外
か
ら

10
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
、
ひ
ら
お
ハ
ー
ト

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を

知
ら
な
い
人
で
も
道
に
迷

わ
な
い
で
来
て
ほ
し
い

と
、
丁
寧
に
案
内
看
板
を

立
て
て
い
き
ま
し
た
。

４月９日、平生町消防団の退団表彰が町

役場で行われ、副本部長の金岡義人さん

（平生村）が山田町長から表彰状を授与さ

れました。

金岡さんは、昭和26年に同消防団に入

団以来、実に56年もの長きにわたり、本

町の消防活動・防災活動に献身的に尽力し

てこられました。

このたび退団されたことにより、これま

での活動の多大な功績が称えられました。
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△佐賀小学校（４月９日／17人）△平生小学校（４月９日／97人）

ご入学・ご入園おめでとうございます！

△平生中学校（４月９日／112人） △平生幼稚園（４月11日／39人）

熊
川
沿
い
の
桜
の
花
が
、
今
年
も
き
れ
い
に
咲
き

そ
ろ
い
、
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

町
内
に
は
、
こ
の
熊
川
沿
い
以
外
に
も
桜
を
楽
し

め
る
場
所
が
何
カ
所
も
あ
り
ま
す
。

来
年
は
、
ぜ
ひ
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
場
所
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
写
真
は
熊
川
沿
い
の
桜
並
木
）
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

お
知
ら
せ
版
３
月
23
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
４
月
か
ら

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

か
ら
だ
の
変
調
は
、「
頭
や
肩
が
痛
い
。
腰
や
膝
が
痛
い
」「
か
ゆ
み
が

あ
る
」「
ケ
ガ
を
し
て
出
血
し
た
」「
腫
れ
て
い
る
」
な
ど
症
状
が
出
て
き

た
と
き
に
“
何
か
い
つ
も
と
調
子
が
違
う
な
”
と
比
較
的
気
付
き
や
す
い

の
で
す
が
、
こ
こ
ろ
の
変
調
は
、
自
分
で
も
な
か
な
か
気
付
き
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
単
な
る
思
い
過
ご
し
か
も
し
れ
な
い
と
済
ま
せ

た
り
、
以
前
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
大

丈
夫
と
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
気
付

け
な
く
て
も
周
囲
が
気
付
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
は
誰
で
も
年
を
と
る
と
、
か
ら
だ
の

機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
物
を

置
き
忘
れ
た
り
、
人
の
名
前
が
思
い
出
せ

な
か
っ
た
り
。
こ
れ
は
老
化
に
伴
っ
て
起

こ
る
こ
と
で
、
自
分
で
も
自
覚
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、

出
血
を
お
こ
し
た
り
し
て
、
そ
の
部
分
の

脳
の
組
織
が
障
害
を
受
け
た
り
（
脳
血
管

性
認
知
症
）
、
脳
神
経
細
胞
が
急
激
に
減

少
し
脳
が
萎
縮
す
る
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
）
な
ど
し
て
、
神
経
障
害
を
き

た
し
、
知
能
が
低
下
し
て
日
常
生
活
が
一

人
で
で
き
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
認
知
症
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
本
人
の

自
覚
は
な
く
、
進
行
が
早
い
の
が
特
徴
で

す
。

（「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
　
認
知
症
老

人
の
理
解
と
接
し
方
」
山
口
県
作
成
）

▽
認
知
症
は
、
病
気
に
よ
っ
て
起
こ
る
精
神
と
身
体
の
障
害

シ
リ
ー
ズ

No.551

肉みそがからんで野菜をたっぷり食べられます。

《材　料》　４人分

《作り方》

１玉ネギ、ネギはみじん切りにする。

２牛ひき肉をサラダ油でポロポロに炒め、１を加え

てさらに炒め、だしを加えて半量になる位まで煮

る。

３みそをＡの調味料でのばす。

４２に３を加えて焦がさないように混ぜ、トロリと

したら火を止め冷ます。（肉みそ）

５野菜は食べやすく切り、（きゃべつは大きくちぎ

る）茹でるか蒸す。

６器に５を盛り、肉みそをかける。

かぼちゃ 200ｇ

きゃべつ　　　１/６個

ブロッコリー　１/４個

牛ひき肉 200ｇ

サラダ油　　　大さじ２

玉ネギ(中) １/４個

ネギ　　　　　 1本

だし　　　　　１カップ

酒　　　　大さじ３

みりん　　大さじ４

砂糖　　　大さじ１

合わせみそ　　　80ｇ

茹（蒸し）野菜の肉みそかけ

「

認

知

症

を

知

る

」

No.

２

｛Ａ

■問合せ先
平生町保健センター Tel（56）7141

な
お
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

◇
場
所

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
日

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◇
担
当
者

や
な
い
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
お
よ
び
町
保
健
師

◇
随
時
相
談

来
所
、
電
話
、
訪
問
に
よ
る
相

談
に
つ
い
て
も
保
健
師
な
ど
が
随

時
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
が
あ
る
。

●
家
庭
、
学
校
、
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

●
飲
酒
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

●
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
精
神
疾
患
の
診
察
を
受
け
た
い
。

●
退
院
後
の
家
族
の
受
け
入
れ
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。

●
認
知
症
に
関
す
る
相
談
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 144

キ
ッ
ズ
と
い
っ
し
ょ
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
遊
ぼ
う

平
生
キ
ッ
ズ
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
会

町
か
ら
平
成
18
年
度
「
地
域
の

力
発
揮
事
業
」
の
支
援
を
受
け
、

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
し
て
遊
び
と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
す
る
「
キ
ッ
ズ
と
い
っ

し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
遊
ぼ

う
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
康
で
明
る
い
子
ど

も
た
ち
の
育
成
と
、
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
芝
生
の

上
で
気
持
ち
よ
く
で
き
た
ら
い
い

な
と
の
思
い
で
、
会
場
は
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
ひ
ら
お
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
を
使
用
し
ま
し

た
。

ま
た
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
町

内
各
幼
稚
園
、
保
育
園
に
募
集
要

項
の
案
内
の
配
布
を
お
願
い
し
て

参
加
者
を
募
り
、
そ
の
結
果
、
各

園
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
34
名
も

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
行
っ
た
内
容
と
し
て

は
、「
し
っ
ぽ
取
り
」「
コ
ー
ン
倒

し
」「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」「
親
子

転
が
し
ド
ッ
ジ
」
「
グ
ル
ー
プ
づ

く
り
」
「
ジ
グ
ザ
グ
走
り
と
ス
テ

ッ
プ
ワ
ー
ク
」
や
「
ド
リ
ブ
ル
競

争
」
、
そ
し
て
最
後
に
子
ど
も
の

大
好
き
な
「
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
時
間
半
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

終
了
後
、
保
護
者
の
方
に
参
加

し
て
の
ご
意
見
を
聞
い
た
内
容
を

紹
介
し
ま
す
と
、
「
走
り
回
っ
て

い
る
と
き
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
」
「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の

に
な
か
な
か
機
会
が
無
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
い
い
企
画
だ
と
思
い

ま
す
」
「
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

も
い
っ
し
ょ
に
ひ
と
つ
の
こ
と
を

楽
し
む
機
会（
身
体
を
動
か
し
て
）

が
少
な
い
の
で
、
す
ご
く
良
か
っ

た
で
す
」
「
運
動
が
苦
手
だ
け
ど

楽
し
め
た
よ
う
で
良
か
っ
た
で

す
」
「
子
ど
も
の
行
動
が
見
学
で

き
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
、
本
当
に
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

外
遊
び
や
集
団
で
の
遊
び
が
少

な
く
な
っ
た
昨
今
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
は
新
し
く
「
キ
ッ

ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
月
２
回
の

頻
度
で
１
年
間
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
「
好
き
」
「
楽
し
い
」
「
も
っ

と
や
り
た
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち

の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
育
っ

て
行
く
よ
う
、
指
導
者
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

平生図書館　Tel（56）2310

５月…21日月、28日月、31日（木／月末整理日）
６月…４日月、11日月

《一般書》

《児童書》

わが人生の歌がたり

五木寛之　著

朝日のようにさわやかに

恩田　陸　著

月島慕情

浅田次郎　著

八日目の蝉

角田光代　著

スプーンさんとフォークちゃん

西巻かな　作　

なぞなぞゆうれい船

石崎洋司　作

つるばら村の理容師さん

茂市久美子　作

わにのニニくんのゆめ

角野栄子　文

観察でわかる生物学

福地孝宏　著

かがくのとも

～ちいさなひこうきのたび～

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり 『10代からの子育て

ハッピーアドバイス』
明 橋 大 二　著　

子どもの心を見失わないために、

いったい何ができるのか。心身症や

非行に走らせないために、普段から

何ができるの

か。10代とい

う困難な年頃を

生きていく子ど

もたちを支える

ヒントをマンガ

やイラストを使

って紹介する。

△３月11日　スポレク公園にて
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●安全通行を実践し、交通事故に遭わない

・交通量の少ない無信号交差点では、車に対する

【交通安全標語】

・歩道は歩行者優先です。歩行

者の通行を妨げるような行為

はしてはいけません。

（自転車は車道を通行するこ

とが原則ですが、「自転車歩

道通行可」の標識がある場合

自転車のルールとマナー
＜自転車を運転する場合は＞

自転車も　ハンドル握れば　ドライバー

「某企業の未公開株が近々上場するので、必ず儲かるから購

入しませんか」と電話で再三勧誘を受けています。本当に購入

しても大丈夫なのでしょうか。

未公開株を販売できるのは、未公開株の発行会社か、証券業

の登録を受けた証券会社に限られています。これらの事実を電

話や金融庁のホームページなどで必ず確認しましょう。また、

仮に上場決定されていたとしても、株価を正確に予測すること

は不可能です。うまい話に惑わされず、慎重に判断しましょう。

未公開株とは、証券取引所や店頭に上場されていない株のことで

す。上場直後の株は、初値が公募・売出価格を大きく上回る場合も

あり、個人投資家を中心に人気が出ていますが、株式上場の予定が

ない企業の株式を詐欺まがいの勧誘で販売する事業者もあります。

また、株価はさまざまな要因により変動するものです。「上場間

近で値上がり確実」といった説明をうのみにして未公開株を購入す

ることは非常に危険です。

少しでも不審な点があったり、取引内容が理解できないときは、

きっぱり断ることが何より大切です。

なお、未公開株は、譲渡制限がある場合が多く、一般に株券が出

回ることはほとんどありません。この譲渡制限のある株を取得して

も、当該未公開会社の取締役会で承認されない限り名義変更をする

ことはできず、株主とは認められません。

◆◇ワンポイント◇◆

未公開株の勧誘に注意

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

（平成19年「交通安全年間スローガン」内閣総理大臣賞）

警戒心を高め、安全

確認をしっかりとし

ましょう。

・車には死角がありま

す。右左折する車に

巻き込まれないよう

注意しましょう。

●歩行者に迷惑や危害を与えない

・自転車で歩道を通行するときは、車道寄りの部

分を徐行しましょう。

・歩行者の通行が多い場合や横断歩道では、自転

車を押して歩きましょう。

のみ通行することができます。）

自転車の交通事故の約半数は、自転車側にも安

全不確認や操作不適、交差点安全進行、信号無視

などの違反がみられます。

自分勝手な行動は慎み、歩行者や車の動きに注

意して、思いやりと譲り合いの気持ちを持って行

動しましょう。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 牧場の朝　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 茶つみ

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《予約開催》　要予約

６月12日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《予約開催》　要予約

６月12日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《予約開催》　要予約

５月24日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《予約開催》　要予約

６月12日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《予約開催》　要予約

５月15日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談　要予約（前日まで）

６月８日金 10：00～15：00

※《予約開催》は１週間前までに予約してください

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【５月】 納期限５月31日

固定資産税　　　第１期

軽自動車税　　　全　期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　町役場税務課　Tel（56）7114

小 児 救 急 電 話 相 談
Tel０８３（９２１）２７５５

＃８０００（プッシュ回線のみ）

受付時間　毎日午後７時～１０時

内　　容　子どもの急患や疾病に関すること

対　　象　15歳未満の子どもをもたれる保護者

夜間にお子さんの具合が急に悪くなり、医療機関

にすぐ受診させた方がよいか迷っている時の相談

を、小児科医が電話で助言します。

休日や夜間の医療案内

◎休日夜間在宅当番医

午後６時～10時（下記の場所にて診察）

◎休日診療所

日曜・祝日

午前９時～午後５時

熊南地域休日診療所

〔平生町曽根向井原〕

◎平日夜間在宅当番医

午後７時～10時（受付　午後９時45分まで）

◇事情により変更となる場合がありますので、受診

前に必ず電話で確認してください。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

海
技
免
状
更
新
講
習

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

対
象
者
募
集

●
応
募
お
よ
び
表
彰

自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
山
口
県
内

の
各
歯
科
医
院
に
お
い
て
口
腔
内
診

査
を
行
い
、
歯
科
医
院
の
推
薦
書
に

基
づ
き
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
も

っ
て
表
彰
し
ま
す
。

●
対
象
者

満
80
歳
以
上
で
自
分
の

技
能
向
上
訓
練

パ
ソ
コ
ン
講
習

■
日
時

６
月
４
、
６
、
８
、
11
、、
15
日

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

◇
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
エ
ク
セ
ル
夜
間

６
月
）
講
習

●
講
習
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
習
し
、
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
２
を
使
っ
て
一
般

的
表
計
算
の
基
礎
か
ら
印
刷
ま
で
の

初
歩
的
な
技
能
の
習
得

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

簡
単
な
文
字
入
力
が
で
き
る
程
度
の

パ
ソ
コ
ン
知
識
を
持
ち
、
職
場
に
お

け
る
技
能
向
上
を
目
指
し
、
全
日
程

の
参
加
が
可
能
な
人
。

●
受
講
料

８
０
０
０
円

●
定
員

18
名

◇
パ
ソ
コ
ン
（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ-

Ｃ
ａ
ｄ

初
級
）
講
習

●
講
習
内
容

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ-

Ｃ
ａ
ｄ
　
Ｌ
Ｔ
２
０

０
２
を
使
用
し
、
基
本
操
作
、
各
種

設
定
か
ら
簡
単
な
機
械
図
面
の
作
図

技
能
を
習
得

●
受
講
対
象
者

在
職
者
で
、
職
場

に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指
し
、
全

日
程
参
加
が
可
能
な
人
。
（
初
心
者

が
対
象
）

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

●
定
員

10
名

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
習
会

◇
家
事
援
助
講
習
会

自
衛
官
募
集

２
等
陸
・
海
・
空
士

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
（
女
子
は

海
上
自
衛
隊
の
み
）

●
受
付
期
限

第
１
回
　
５
月
31
日
木

第
２
回
　
６
月
20
日
水

●
試
験

第
１
回
　
６
月
３
日
日

第
２
回
　
６
月
23
日
土

●
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

■
問
合
せ
先

自
衛
隊
　
柳
井
地
域
事
務
所

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９

「
や
ま
ぐ
ち
女
性
創
業
塾
」

受
講
生
募
集

山
口
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
創

業
・
開
業
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
短
期
集
中
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
内
容

女
性
の
創
業
に
お
い
て
の
ポ
イ
ン

ト
、
経
営
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
、
個
別
相
談
会
な
ど

●
日
程

６
月
16
日
土
、
17
日
日
、
７
月
１

日
日
、
21
日
土
、
22
日
日

●
時
間

各
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

ホ
テ
ル
西
の
雅
　
常
磐

（
山
口
市
湯
田
温
泉
４-

６-

４
）

●
受
講
料

５
０
０
０
円

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
商
工
会
連
合
会

Tel
０
８
３
（
９
２
５
）
８
８
８
８

電
子
メ
ー
ル

y
s@
y
am
ag
u
ch
i-sh
ok
ok
ai.or.jp

歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人
。

（
治
療
を
し
て
い
る
歯
で
も
自
分
の

歯
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。）

●
応
募
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
（

随
時
）

■
問
合
せ
先

社

山
口
県
歯
科
医
師
会

Tel
０
８
３
（
９
２
８
）
８
０
２
０

「
河
川
愛
護
月
間
」「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

◇
作
文
の
部
（
対
象
小
学
生
）

●
題
材

河
川
ま
た
は
道
路
に
関
す

る
も
の
で
、
正
し
い
利
用
、
美
化
、

役
割
、
重
要
性
な
ど
を
内
容
と
し
た

も
の

●
規
格
　
１
０
０
０
字
以
内
（
原
稿

用
紙
に
題
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏

名
〈
ふ
り
が
な
〉
を
明
記
）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
対
象
小
・
中
学

生
）

●
題
材

河
川
ま
た
は
道
路
に
関
す

る
も
の

●
規
格
　
４
つ
切
り
画
用
紙
（
裏
面

に
題
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

〈
ふ
り
が
な
〉
を
明
記
）

□
共
通
事
項

●
応
募
期
限

５
月
31
日
木
必
着

●
そ
の
他

著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
７
４
７-

８
５
８
５
　
防
府
市

国
衙
１-

10-

20

国
土
交
通
省
　
山
口
河
川
国
道
事

務
所
（
河
川
に
関
す
る
も
の：

河
川

管
理
課
、
道
路
に
関
す
る
も
の：

道

路
管
理
第
１
課
）

Tel
０
８
３
５
（
２
２
）
１
７
８
５

●
日
時

５
月
25
日
金
（
海
技
士
は
５
日
前

ま
で
に
予
約
が
必
要
）

午
後
５
時
20
分
〜
　
受
付

午
後
６
時
〜
　
講
習
開
始

●
場
所

上
関
町
中
央
公
民
館

●
持
参
品

海
技
免
状
、
本
籍
記
載
の
住
民
票

１
通
（
小
型
の
み
）、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

認
印
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm

×

３
・
５
cm
／
正
面
・
無
帽
・
無
背
景

※
海
技
士
は
３
cm
×
３
cm
）

●
料
金

小
型：

７
５
０
０
円
（
小
型
失
効：

１
６
５
５
０
円
）
、
大
型：

８
４
０

●
日
時
　
６
月
11
日
月
〜
15
日
金

●
場
所

ハ
ー
ト
フ
ル
や
な
い
（
柳

井
市
南
町
）

◇
剪
定
（
松
・
雑
木
）
講
習
会

●
日
時
　
６
月
25
日
月
〜
29
日
金

●
場
所

ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い
（
柳
井
市
尾

の
上
）
お
よ
び
現
場

●
持
参
品

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
剪
定
鋏
、
木
鋏
、

刈
込
鋏
、
手
袋
な
ど

□
共
通
事
項

●
定
員

各
20
名

●
対
象
者

町
内
に
在
住
の
お
お
む

ね
60
才
以
上
の
人

●
受
講
料

無
料

●
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時

●
申
込
期
限
　
５
月
31
日
木

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

社

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

Tel
（
２
３
）
５
９
５
９
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

相
　
　
談

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免

に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

場
合
、
障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ
る

一
定
の
要
件
の
も
と
、
普
通
自
動
車

を
含
め
、
一
台
に
限
り
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
て
減
免
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
人
、
新
た
に
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
減
免
の
申
請
を
さ
れ
る
人
は
、

５
月
24
日
木
ま
で
に
次
の
書
類
を
持

参
の
上
、
町
役
場
税
務
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

・
運
転
者
の
免
許
証

・
印
章

※
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
と
す

る
人
が
運
転
す
る
場
合

・
生
計
同
一
証
明
書
（
健
康
福
祉
課

で
発
行
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
税
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
４

県
税
の
「
夜
間
・
休
日
の
納
税

（
相
談
）
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
ま
す

県
税
事
務
所
で
は
、
昼
間
に
納
税

ま
た
は
納
税
相
談
が
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
人
の
た
め
に
、
「
夜
間
・
休

日
の
納
税
（
相
談
）
窓
口
」
を
開
設

し
ま
す
。

●
期
日

５
月
27
日
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

５
月
29
日
火
、
30
日
水
、
31
日
木

午
後
８
時
ま
で

■
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
県
税
事
務
所

Tel
（
２
３
）
２
１
２
１

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施

徳
山
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年

金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
時
間
延
長
日

（
午
後
７
時
ま
で
）

５
月
14
日
月
、
21
日
月
、
28
日
月
、

６
月
４
日
月
、
11
日
月
、
18
日
月
、

25
日
月

●
休
日
相
談
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

５
月
12
日
土
、
６
月
９
日
土

■
問
合
せ
先

徳
山
社
会
保
険
事
務
所

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
２

「
歯
の
衛
生
週
間
」
中
の
無

料
口
腔
健
診
お
よ
び
相
談

●
期
日

６
月
４
日
〜
６
月
10
日

（
日
曜
除
く
）

●
場
所

山
口
県
下
の
歯
科
医
院
（
事
前
に

電
話
か
受
付
で
申
込
み
必
要
）

●
対
象
者

県
民

●
料
金

無
料

■
問
合
せ
先

社

山
口
県
歯
科
医
師
会

Tel
０
８
３
（
９
２
８
）
８
０
２
０

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

６
月
９
日
土
、
７
月
７
日
土
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困
り
の

人
に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け

た
債
務
整
理
手
続
の
紹
介
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
主
催

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

■
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
・
相
談

利
用
者
な
ど
の
声
（
困
っ
た
、
不

平
・
不
満
、納
得
が
い
か
な
い
な
ど
）

利
用
者
な
ど
か
ら
の
通
報
（
不
正

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る

な
ど
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
　
介
護
保
険
課
苦
情
相
談
班

Tel
０
８
３
（
９
９
５
）
１
０
１
０

※
受
付
時
間：

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
日
祝
祭
日
除
く
）

道
路
整
備
の
中
期
計
画
作
成

に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

今
後
の
道
路
整
備
の
姿
を
示
す
中

期
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
国
土
交

通
省
で
は
都
道
府
県
と
協
力
し
て
、

今
後
の
道
路
政
策
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

｠
国
土
交
通
省
道
路
局

Tel
０
３
（
５
２
５
３
）
８
１
１
１

(

内
線
３
７
３
８
４
）

h
ttp
://w

w
w
.d
o
u
ro
-k
eik
ak
u
.jp
/

憲
法
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

●
日
時

５
月
17
日
木

受
付
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
会
場

山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所

岩
国
支
部
　
３
階
会
議
室

●
相
談
内
容

金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者

山
口
県
弁
護
士
会（
岩
国
地
区
会
）

所
属
の
弁
護
士

■
問
合
せ
先

山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国
支

部
Tel
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
け
し

の
中
で
も
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
い
る

も
の
や
、
大
麻
（
あ
さ
）
は
勝
手
に

植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

を
発
見
し
た
時
や
見
分
け
方
が
分
か

ら
な
い
時
は
、
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
薬
事
班

Tel
（
２
２
）
３
６
３
１

第
49
回
水
道
週
間

日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時

６
月
１
日
金
〜
７
日
木

（
３
日
日
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
所
要
時
間
１
時
間
程
度
）

●
場
所

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
　
日

積
浄
水
場
（
柳
井
市
日
積
３
８
５
４

番
地
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

Tel
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３

０
円
　
※
送
料
別
途：

小
型
３
０
０

円
、
そ
の
他
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

社

中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

（
中
国
海
技
学
院
）
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平成19年度特別展示第１弾「金山泰晨絵画展」開催中（～６月20日） 町歴史民俗資料館付属展示室

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町




